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平成１５年　５月１４日
TB０３－０３８
	タカラバイオ（株）と水町メディカルグループが、

がん免疫療法の事業化のための合弁会社を設立


タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）は、水町重範医師（水町メディカルグループ代表、水町クリニック院長)と、がん免疫療法に関する事業をさらに推進するため、ミズマチ・タカラバイオ株式会社(東京都渋谷区)を本年6月に設立します。
がん治療の現状は、外科手術、放射線治療、抗がん剤を用いる化学療法などが併用されていますが、一般的にがん患者さん達のQOL(Quality of Life)が大きく損なわれることが多いと考えられています。この問題を取り除くために、副作用の少ない、いわゆる「養子免疫療法」が広まり始めています。

例えば、「活性化リンパ球療法」と呼ばれるがん免疫療法は、がん患者のリンパ球を抗CD３モノクローナル抗体で刺激し、インターロイキン２（IL－２）存在下で患者の体外(細胞培養用のバッグ)で増殖させ、得られた活性化リンパ球を再び患者に戻し、がん細胞に障害を与え結果的にがん細胞を破壊する治療法です。一般的に、大量に増やされた活性化リンパ球は、２週間間隔で６回程度、患者に投与されます。活性化リンパ球は患者自身のものであり副作用が非常に少ないことがこの治療の特徴です。

一方、「細胞障害性T細胞療法」と呼ばれるがん免疫療法は、がん患者のリンパ球に、患者の腫瘍組織やがん細胞に特異的に存在するタンパク質のペプチド断片によって数回刺激を加え、がん細胞由来の抗原特異的な細胞障害機能を発揮するT細胞集団を作り出し、患者に戻すことにより、がんを破壊する治療法です。この治療法も患者自身に由来する細胞を使用するため、副作用が非常に少ないことが知られています。

　新会社は、水町メディカルグループが今秋から「活性化リンパ球療法」を行うために、必要な技術を提供し、タカラバイオが保有するリンパ球の培養・活性化などの細胞加工に関するノウハウと特許技術を基盤に、技術指導などを行います。

また、細胞の汚染を防ぐための閉鎖系で細胞培養するためのガス透過性バッグの販売、細胞を回収するサイトメイト（CytoMate）などの細胞処理に必要な器具・機器や施設の貸出、その他のがん免疫療法に必要な試薬・器具の販売等の細胞加工処理に必要な業務の全面支援を全国的に行います。また、「樹状細胞ワクチン療法」等の異なった種類のがん免疫療法に関する細胞加工処理技術の支援業務も展開していく予定です。

　＜設立会社の概要＞

社名：
ミズマチ・タカラバイオ株式会社（英語名Mizumachi-Takara Bio Inc.）
所在地：
東京都渋谷区千駄ヶ谷1丁目1番16号

資本金：
５０百万円
出資比率：
タカラバイオ（株）５０％、水町重範医師５０％
事業目的：
活性化リンパ球療法等のがん免疫療法に関する研究開発、技術支援、細胞加工処理に関する支援業務

代表者：
加藤郁之進（タカラバイオ（株）代表取締役社長）、水町重範（水町クリニック院長）

設立時期：
平成15年6月
当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
この資料は、　５月１４日に京都経済記者クラブおよび重工業研究会に配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞

水町メディカルグループの概要

グループ代表：水町　重範

· 水町クリニック（東京都新宿区西新宿２丁目７番１号新宿第一生命ビル３F）

· 医療法人社団碧生会　水町エム・アールクリニック千駄ヶ谷（東京都渋谷区千駄ヶ谷１丁目１番１６号）

· 医療法人社団碧生会　水町エム・アールクリニック西新宿（東京都新宿区西新宿６丁目２１番1号アイタウン・プラザ１F）

＜語句説明＞

養子免疫療法

　ヒト・リンパ球をインターロイキン２やインターロイキン４等の存在下で培養し、がん細胞に対して非特異的な細胞傷害活性を示すキラー細胞を誘導します。この細胞を患者の体内に戻してがん治療を行う治療法です。米国がん研究所のローゼンバーグ博士らが開発しました。

活性化リンパ球療法

現在、国内ではいくつかの大学病院で高度先進医療として実施されているほか、民間の医療機関でも自由診療として実施されています。患者の血液から取り出した白血球の中のＴリンパ球をリンパ球増殖因子であるインターロイキン－２やＴリンパ球を刺激する抗ＣＤ３抗体により体外で刺激し、増殖させる方法が最も一般的に行われています。Ｔリンパ球として腫瘍部位から分離されるリンパ球を使用したり、刺激として自己腫瘍細胞やがんやウイルス由来のタンパク質抗原を使用する場合もあります。

抗CD３モノクローナル抗体

CD３はヒトリンパ球上に存在する表面抗原分子の一つで、このCD3分子を特異的に認識する均一分子の抗体。抗CD3 モノクローナル抗体がTリンパ球上のCD3分子に結合すると、T細胞が活性化されると考えられている。
インターロイキン２

Tリンパ球が分泌する糖蛋白質でサイトカインの一種。T細胞増殖因子ともよばれ、Tリンパ球を増殖させる働きがある。

Tリンパ球

　抗体産生の調節と標的細胞の障害の役割を担う重要なリンパ球で、T細胞とも呼ばれます。免疫系の司令塔的な役割を担っており、末梢リンパ組織の胸腺依存領域に主に分布します。

樹状細胞

　骨髄に由来する細胞で、リンパ節や脾臓のT細胞領域に広く分布しています。種々の免疫応答の始動において、生体に侵入した異物の情報をリンパ球に伝え、免疫系の活動を促す抗原提示細胞として働いています。血液から採取した白血球に顆粒球・マクロファージ刺激因子（GM-CSF）による刺激を加え、分化させる調製方法が最近良く使われています。

ガス透過性バッグ

炭酸ガス培養装置中で外界と直接接することなく培養可能なプラスチック製のバッグです。リンパ球などのヒトの細胞は炭酸ガス培養装置中で通常プラスチック製のシャーレやフラスコで培養されますが、これらの培養器具では、培養中及び細胞の増殖とともに新たな栄養分を追加する際に、外界と接し微生物による汚染を起こす危険性があります。これに対して、ガス透過性のプラスチックを使用したバッグを使用すれば、培養中は外界と完全に隔てられること、培地の追加も他のバッグから移動させることにより外界と隔離して行うことができます。従って、汚染の危険性が極めて低い細胞加工が可能となります。

サイトメイト（CytoMate）
細胞培養終了後、増やした細胞を集めるために、遠心管がよく用いられていますが、この作業は外界と接する可能性が非常に高いために、細心の注意を払う必要があります。CyteMateはリンパ球程度の大きさの細胞を集めるのに適した装置であり、ガス透過性バッグと組み合わせれば、全く外界と接することなく、細胞の培養から投与用の細胞の回収までが行えます。CytoMateは米国Baxter社の製品で、日本ではタカラバイオが研究用機器として独占で販売しております。
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